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令和７年第８回にかほ市教育委員会会議録 

 

１．期  日   令和 7年 7月 22 日 火曜日 

２．場  所   金浦公民館 軽運動室 

３．開  会   午後 1 時 30 分 

４．閉  会   午後  2 時 30 分 

 

５．出席委員   教育長  小 園  敦 

委 員  伊 藤  知  

         委 員  佐 藤 道 彦 

委 員  小 松 雅 子 

         委 員  佐 藤  緑 

 

６．説明のための出席者 

教 育 次 長   佐 藤 喜 仁 

教育総務課長   山 田   高 

学校教育課長   菊 地   良 

生涯学習課長   鈴 木 直 子 

仁賀保公民館長   佐々木  美 和 

仁賀保勤労青少年ホーム館長      齊  藤 浩 司 

フェライト子ども科学館長   鎌 田 昭 義 

白瀬南極探検隊記念館長   小 森 俊 英 

文化財保護課長   佐々木 真紀子 

          

７．書  記   教育総務課副主幹   加 賀 真珠美 

 

８．会議に付した議案 

議案第 24号 にかほ市由利学生寮教育振興基金条例制定について 

議案第 25号 令和 7年度要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

９．可 決 し た 議 案 

議案第 24号 にかほ市由利学生寮教育振興基金条例制定について 

議案第 25号 令和 7年度要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

１０．その他の確認事項 

    （１）令和 7 年第 9 回教育委員会は令和 7 年 8 月 25 日（月）午後 1 時 30 分か

ら金浦公民館で開催することにした。 
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１１．会議の要旨 

 

             【開会 午後１時 30 分】 

 

【教育長】 

これから令和 7 年第 8 回にかほ市教育委員会を開会いたします。本日の会議の出席委

員は、5名全員であります。議事日程の第１、会議録署名委員の指名を行います。委員に

は、佐藤緑委員と佐藤道彦委員にお願いいたします。書記には、事務局の加賀副主幹を指

名いたします。 

日程の第 2「議案第 24 号 にかほ市由利学生寮教育振興基金条例制定について」を議

題といたします。教育次長から説明をお願いいたします。 

 

【教育次長】 

議案第 24号「由利学生寮教育振興基金条例制定」については、本年 3月末をもって解

散した公益財団法人「由利学生寮」からの寄附金を原資とする基金を造成する条例を制定

しようとするものでありますが、条例を制定するには市議会の議決を得る必要がありま

す。そこで、当該条例案を 9月定例市議会に提案されるよう、市長へ提出する原案の決定

について、教育委員会の承認を求めるものであります。 

由利学生寮の法人解散に伴う残余財産については、本市と由利本荘市の両市への寄付

をもって清算するものとされ、本市には 1 億 749 万 2,338 円が、去る 5 月に寄付されま

した。この寄付金の使途に関して当該法人からは、教育分野を通じた人口減少対策、若年

層の人材確保といった意向が示されたことを受け、本市においては奨学金返還助成事業

で活用するものとして、検討をしてきております。 

条例案の第１条で、基金を設置することと、その目的について定めています。にかほ市

出身者が償還する奨学金の返還金に対する助成、支援を充実させ、若者の人材確保を図る

ほか、教育の振興に資するためとしています。第 6条が当該基金の処分規定で、今申し述

べた目的を達成するための必要な経費の財源に充てる場合に限り、これを処分できると

しております。これ以外の条項については、他の基金条例のように定型的な定めとしてお

ります。附則で、この条例の施行は、公布の日としております。 

奨学金返還に係る助成事業は、既に秋田県の制度と協調する形で実施をしているとこ

ろでありますが、これに対して、今回の基金を活用する新たな制度では、現行制度をベー

スに、にかほ市出身者を区別して助成内容を拡大・充実させるものとしています。より手

厚い助成制度とすることで、就学のため市外へ転出された若者をターゲットにＵターン

定住を図っていくことを第一義的な活用と考えており、このことは、由利学生東京寮が本

荘由利地域出身者を入寮の対象者とされていた所期の目的を尊重し、にかほ市出身者に

焦点を当てた作り込みとしています。現行の制度と新たな制度のあらましについてであ

ります。本日お配りした資料をご覧ください。 
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対象者や助成する額等について現行制度では、にかほ市に住所をおいて実際に住んで

いること、そして、通勤可能圏内で就労、あるいは、起業をしている者を対象に、返還し

た年間総額に対して 3分の 1、6万 7,000 円を限度に助成しています。これに県の助成が

3分の 2、上限額 13 万 3,000 円ですので、合わせて最大 20万円を、助成期間の 3ヶ年間、

最大 60 万円の助成を受けることができるということになります。3 年間の最大で 20 万

1,000 円が実質的な市の支援となります。 

これに対して、拡充する新たな制度は、現行制度をベースに、対象者のうちから「にか

ほ市出身者」を区別してこれをより充実させる内容としています。具体として市奨学金を

例にとりますと、助成対象の年間返還額の上限額を 20 万 4,000 円に拡大、助成割合を 2

分 1、助成の期間は 8年間に延長する内容で、おおよその仕組みを固めております。ここ

でいう「にかほ市出身者」とは、奨学金の貸与を受ける「奨学生」に認定された際に、に

かほ市に住所を有していた、あるいは、閉校した学校を含むにかほ市立学校に在籍した

者、したことのある者としています。一般的な奨学金の貸与、月 5万円、4年間で総額 240

万円の貸与を受けたケースでは、返還総額 240 万円に対するにかほ市の助成割合は現行

制度では約 8％ですが、この新たな制度では約 30％と手厚くなります。学生支援機構へ

返還をしている方の場合、市の支援が 23％程度となります。 

就労、就職から間もない若者世代の奨学金の返還が、社会的課題とされています。そう

した実状からも、このような返還金に対する助成事業は、見方としては「事後の給付型奨

学金」と捉えることもできますので、こうした助成制度を確立して、きめ細かなＰＲ・紹

介から制度の認識を深めてもらい、若者のＵターンにつなげていきたいと考えています。 

今後の流れとしては、今回承認をいただければ、議案として市長に提出し、9月定例市

議会に提案、可決いただいた後に、具体的な内容を定める施行規則を整えますが、この施

行規則は、教育委員会の議案となります。これを可決いただいた後に、各方面へ周知・Ｐ

Ｒを進めて参ります。この制度については、令和 8 年 4 月から取り組みたいと思ってお

ります。 

こうした取り組みが、若年世代の層の転入者の増加につながり、人口減少とりわけ社会

減の抑制を図ろうとするものであります。議案第 24 号の説明は以上となります。 

 

【教育長】 

 議案第 24 号について説明が終わりました。質疑等ございませんか。 

 

【伊藤委員】 

 奨学金の返還途中の方は、この制度の対象にはならないのでしょうか。 

 

【教育次長】 

 返還途中の方であっても、この整えようとする条例施行規則が施行となればその方も

対象となります。 
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【小松委員】 

 この制度の対象者になる方には対象者であることを通知、または案内を出すのでしょ

うか。広報等を見て、自分で申し込むことになるのでしょうか。 

 

【教育次長】 

 にかほ市奨学生である方には、毎年度、貸与継続願を提出していただきますので、その

段階で制度紹介をするチラシを入れて周知します。それ以外の方々には、市ＨＰ、広報、

ＳＮＳ等の媒体を活用して周知したいと考えています。 

 

【小松委員】 

 学生支援機構等、にかほ市奨学金以外を利用している方は、広報を見ていないと逃して

しまうということになるのですね。しっかり広報をお願いします。 

 

【緑委員】 

 高等学校や中学校、これから応募しようとする方々、あるいは現在、支援を受けている

方に伝わるように学校関係へＰＲすることはお考えでしょうか。 

 

【教育次長】 

 現段階では高校生以下への周知については考えておりませんでしたが、その点も含め

て検討していきたいと思います。 

 

【教育長】 

 第１条の設置目的である「若者の人材確保」は、非常に重要だと思います。制度につい

て、こちら側が周知しているつもりでも、受ける側にはなかなか届いていないということ

を相手側に立って考えながら工夫をしていただきたいと思います。 

 それでは、議案第 24号については、異議ないものと認め、原案のとおり承認すること

に決定しました。 

 次に議事日程第 3「令和 7年度要保護・準要保護児童生徒の認定について」を議題とい

たします。学校教育課長から説明をお願いします。 

 

（学校教育課長、担当から説明） 

 

【教育長】 

 ただいま説明が終わりました。議案第 25 号について質疑等ございませんでしょうか。 

（なしの声） 

 

【教育長】 

 それでは議案第 25 号については、異議のないものと認め、原案のとおり承認すること
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に決定しました。 

 次に、議事日程の第 4「報告」に入ります。象潟公民館長は欠席しておりますので、紙

面のみの報告となります。教育総務課長から、順次「報告」をお願いします。 

 

 （教育総務課長から順次、報告） 

 

【教育長】 

 ただいま各課から報告がありました。確認しておきたいこと等ありましたら、お願いし

ます。 

 

【小松委員】 

 公民館事業で 3 館合同の行事がありましたが、参加者は集合場所まで各自移動してい

るのでしょうか。またはバスを運行しているのでしょうか。 

 

【仁賀保公民館長】 

 バスを運行しています。参加者の半分以上の方がバスを利用しています。 

 

【緑委員】 

 暑い日が続いておりますが、小学校や中学校で熱中症トラブル等はないでしょうか。 

 

【学校教育課長】 

 具合が悪くなって保健室に子どもが来る、ということはありますが、搬送されるという

ことはなく、今のところ熱中症トラブルはありません。 

 

【緑委員】 

 明日から夏休みですが、休みが明けた 8 月に猛暑が続いた場合、冷房や水道に係る費

用面についてはどのような状況でしょうか。既に厳しい執行状況なのでしょうか。 

 

【教育総務課長】 

 当初予算を組む段階で例年、前年実績見込みベースで組んでいますので、現時点で予算

が足りなくなるという状況ではありません。8月以降の状況も確認しながら不足する事態

が見込まれた場合には、補正予算で対応していくことになります。 

 

【緑委員】 

 電気代のことを気にかけて、先生方が冷房を付けないといったことが起きて、子どもた

ちに影響が出ないようにしていただきたいなと思います。 
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【道彦委員】 

 スタンプラリーのチラシはどこで配布となるのでしょうか。市内配布でしょうか。 

 

【仁賀保勤労青少年ホーム館長】 

 基本的には市内の方をメインと考えています。今後、ＳＮＳ等でも発信していきます。 

 

【道彦委員】 

 にかほ市に来る方はにかほ市に目的があるからいらっしゃると思いますが、このチラ

シを近隣市町村の道の駅等に置いておくことで、目にした方の中には「少し足を延ばした

ら、こんな所があるのか」「にかほ市に行ってみようかな」と思ってくれる方も出てくる

と思います。このチラシは市の宣伝にもなるので、にかほ市内だけでは勿体ないなと思っ

たので、発言しました。 

 もう 1つあります。夏休みに入り、子どもたちも出かける機会が増えると思います。私

たちが子どもの頃は、夏休み期間中に子どもたちだけで電車で出かけるときは、制服を着

なければならないというものがありましたが、現在はどうなのでしょうか。 

 

【学校教育課長】 

 確認しておきます。 

 

【伊藤委員】 

 20 日の陸上大会を観に行ってきました。市内の子どもたちが頑張っていて楽しく観さ

せてもらいました。 

白瀬南極探検隊記念館に質問です。博物館指定施設にするメリットはなんでしょうか。 

 

【白瀬南極探検隊記念館長】 

 実益的なメリットはないものと思います。今までは類似施設でしたが、令和 7 年度中

に県教育委員会からの認定をもらって法律の後ろ盾のある博物館相当施設としたいと考

えています。現在はありませんが、もしかしたら今後、法律に基づいて補助制度が使える

ようになるという可能性もあるかもしれません。 

 

【教育長】 

 それでは、私から報告をさせていただきます。 

 

（教育長から報告） 

 

【教育長】 

 以上で、全ての審議が終わりましたが、最後に委員の皆様から何かありませんか。 

 


































